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九州における沿岸魚類の資源生物学的研究II

カサ ゴ の 年 令,成 長 お よび 成 熟

三 尾 真 一

Studies on population biology of coastal fishes in Kyushu 

       II. Biology of Sebastiscus marmoratus 

             (Cuvier et  Valencinnes)  * 

                Shin-ichi Mio

この研究は,九 州の沿岸性重要魚類についての資源生物学的研究の一部として行なつた.

1955年8月 から1957年2月 に亘つて,390尾 を福岡市近郊の津屋崎に おいて 採集した.

大部分の資料は底刺網(三 重網,津 屋崎地方では角 目網 と呼ぶ)で 採 られ,一 部は一本釣

で漁獲された.

なお,年 令査定及び成熟調査の方法については,前 報(三 尾,1961)に おいて述べたの

で詳細な説明は省 くことにする.

本研究を行な うに当 り,始 終懇切な御指導を頂き,又 本論文の御校閲を頂いた相川教授

並びに塚原助教授 に厚 く御礼申し上げる.

1.年 令 査 定

水洗された魚体から採取した鱗は,直 ちにビーカーに入れ5%苛 性 カリ液に浸漬し,付

着した汚物を除いた.約10時 間後に苛性カリ液から取 り出し,充 分に水洗したのち2枚

のスライド に挾み鱗の標本とした.

耳石は,採 取直後に水洗いして血液その他の汚物を取 り去 り,98%ア ルコールで脱水後

クレオソー ト・キシロールに約30秒 浸し,ス ライ ド上にカナダバルサムで封じた.鱗 を

投影機で拡大 し観察すると次のような構造が見 られる.

i)中 心部では完全な円をなしていた隆起線は,鱗 の周辺に行 くに従つ て露出部の方か

ら切れ始める.そ の不完全さは鱗の成長に従つて著しくな り,遂 には被覆部上辺にのみ隆

起線が見 られるようになる.こ の状態に達すると,次 には再び完全な円を持つた隆起線が

現われる.こ の構造が繰返して起 こる.

ii)被 覆部上辺において隆起線は,お おむね等間隔に作られているが,所 々に上下の間

隔に比 して著 しく広い間隔をもつた2,3の 隆起線が認められる(第1図).

上記の2つ の条件を満足する部分を標示 と定めた.鱗 の中心と被覆部の角を結んだ線を

軸に取 り,投 影機で20倍 に拡大し計測した。 耳石も同様に投影機で拡大し,次 の観察を

 ', Contributed this paper in an outline to Records of Oceanographic Works in Japan
, Vol. 
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                   Fig. 1. Photographs of the scale. 

1. Sep. 9, 1957. L=182mm. 2. May 27, 1957. L=220mm. 3. Picture of  marks.

得た.そ の形は楕円で中心に濃1い不透明な部分があ り,そ の周 りに耳石周辺に平行して透

明帯と不透明帯が交互に取 り巻いている.最 も明瞭な不透明帯の外辺を標示 と定めた.周

辺の形状が,比 較的直線的な腹側の短軸上で20倍 に拡大し計測した(第2図)・

鱗の標示の相似性(Similarity)を 検討するために,魚 体表面を側線で上下に分け,そ

の各を前,中,後 の三部に分け,そ の各部位をA,B,C,D,E,Fと した(第3図).そ の

各部位から鱗を採取計測 して,鱗 径 と標示径の関係を求めるに,標 示径は鱗径に対応して

相似性が認められ,部 位による差はなかつた(第4図).

耳石は,1個 体に左右の1対 しかないので,相 似性の吟味のために同時期に採集された

ほぼ一定体長の数個体から採取された左右の耳石を用いて検討した.す なわち,耳 石径 と

標示径の関係では,各 標示径が耳石径に対応して作られ,左 右 の 耳石 に差は なかつた

(第5図).

以上のように鱗は相似性を有し,耳 石には対応性が認められ るが,耳 石の年令標示が,

その形成率において優れているので年令査定には耳石を用いることにした(第1表).

各個体 より採取された耳石径(R)と 全長(L)と は比例してお り,次 式によつて表わされ



         Fig. 2. Photographs of the otolith. 

1. May 5, 1957.  L=94  mm. 2. Feb. 26, 1957. L=144 mm. 

3. Aug. 7, 1957. L=200 mm. 4. Jun. 11, 1957. L=218 mm.

る(第6図).

L=121.3R-40.0(1)

上式で各個体の実測標示径を標準化し,耳 石径の差に基づ く分散を取 り除いた.こ れ以

後は,標 示径 として全てこの標準化された標示径を用いた.

次に同年級内に存在する体長の差による標示径の分散を除 くことに注意して,標 示径の

対応性(correspondency)を 求めた.先 ず,2cm間 隔に体長を区切 り,各 全長区間内の

標示径の頻度分布を求めた.そ の うち標示径の頻度分布の峯が同数である連続した全長区

間を一括し,そ の各の全長区間の標示径の峯を代表標示径 とした.各 代表標示径から各標

準標示径を求め,そ れより計算体長を算出した(第7図,第2表).雌 雄別に行なつたが,



Fig. 3. Body portion sampling scales.

Fig. 4. Similarity of the mark-size 

      on scales.

Fig. 5. Similarity of the mark-size on otolithes 
     of nine specimens. (150-180 mm. in 

     February)  0  : left. • : right.

Table 1. The probability of mark-formation.

有 意 の差 が 認 め られ なか つ た ので 以 後 雌 雄 を 区 別 せ ず に 取 り扱 つ た,・ ・`『

次 に標 準 標 示 径(f。)をWalfordの 成 長 軸 換 図 に よつ て検 討 した.・ す なわ ち, .縦軸 に
「r
。41e横 軸 にr・ を 取 り,連 続 した2個 の標 示 径 に よつ て作 られ た 点 を結 ぶ と直 線 とな る.

そ の直 線 は次 式 で示 され る(第8図).



Fig. 6. Relationship of total length to otolith-size.

Fig. 7.  Correspondency of the 

     marks-size of otolith.

Fig. 8. Walford plot of the growth of 

     otolith.

r„+i = 0.78n, + 0.7.......................................(2)

従つて,こ の標示は周期的に作 られていることが明らかである,



Table 2. Modes of standard mark-sizes in each mark group.

標 示 の 形 成 され る時 期 を求 め るた め に,上 記 のWalfordの 式 に お け る傾 斜 を 用 い た.

す なわ ち,X・=・R-r,,/r。-rn-・ な る値 を各 個 体 に つ い て計 算 し,そ の平 均 月別 変 化 を求 め

る と,1月 か ら4月 に は 大 きな 値 を 示 し5月 に な る と急 に小 さな 値 を 示 す.従 つ て,5月

に 標 示 形 成 され る もの と推 定 され る・ 雌 雄 で 有 意 の差 は認 め られ な か つ た の で纒 め て 取 り

扱 つ た(第9図).

Fig. 9. Monthly changes of maginal growth rate.

II.成 長

生殖巣平均重量の月別変化を求めると,2月 は他の月に較べて著 しく大きな値を示すこ

とから胎仔放出の盛期は2月 であると推定される(第10図).

小型魚の体長組成の月別変化を求めると,6月 に30mm,8月 に52mmに ・峯をもつた

個体群が認められる・ 従つ て,第1標 示形成時全長(78mm)に まで成長するには1・25



Fig. 10. Monthly changes of the average of gonad weight.

年 を要 す る こ とが 分 つ た.

以 上 の こ とか ら,こ の 成 長 をPLitter-Bertalanffyの 式 で 示 す と

L,-345(1-e-o・256・+o・0768)(3)

とな る.ま た 全 長 の3乗 と体 重(W)と の 関 係,肥 満 度 を 求 め る と(第11図),

W=1.76・10-2・L3(4)

とな る・ 従 つ て,本 種 の 増 重 法 則 は 次 のBuchA-ndresen-Fischerの 式 で 表 わ さ れ る.

WF722(1-e'o・56+o・0768)3(5)

この式 か ら最 大 増 重 率 を 示 す 時 期 を 求 め る と,孵化 後4,50年(LT;228mm,WT;208

9)で あ る.ま た 採 集 され た資 料 中 で は7個 の 標 示 を 持 つ もの が 最 大 で あ つ た(第3表).

III.成 熟

カサ ゴは,卵 胎 性 魚 類 で孵化 仔 魚 は 比 較 的 小 型 で あ る.生 殖 巣 平 均 重 量 の 月別 変化 を求

め る と,a)精 巣 の平 均重 量は10月 に急 激 に 増 加 す るが,12月 に は1g以 下 に減 少す る.

b)卵 巣 の 平 均 重 鼠は3月 か ら9月 の間 は 数9を 超 え な いが,10月 に な る と増 加 し始 め,

12月 に 急 激 に 大 き くな り,2月 に最 大 値 を示 す(第10図).こ の こ とか ら,10月 に交 尾 が 行

なわ れ,胎 仔 の産 出 は2月 を盛 期 と し て行 な わ れ る こ とが 分 る.

卵 億 細 胞 は,10月 に な る と発 達 し始 め,発 生 の初 期 に は 卵 は 球 型 で,卵 径 が0.7rnm内

外 に 達 す る と受 精 が 行 な わ れ,胚 体 の 形 成 が 進 む と と もに 楕 円 形 とな る.長 径1.8mm,

短 径1・2mm内 外 で孵化 し,体 外 へ 産 み 出 され る(第12図).



Fig. 11.  Rilationship of the body weight to the cube of total-length. 

         Table 3. Length and weight at t years after 

                 spawning time.

卵巣は採集後直ちに10%ホ ルマ リン溶液で固定保存した.卵 径の測定及び卵数の算定

には,Hensenのplankton算 定法を用いた.先 ず,卵 巣重蹴を測定し,そ の一部叉は片

方の卵巣全部を再び計購してとぎほぐし,水 を加えて100ccと する.そ の中からステンペ

ル ・ピペットで0.5ccを 取つてその中に含まれている卵の数 量及び卵径組成を測定した.

一般的な測定に入 る前に,先 ず左右の卵巣の卵径組成に差があるかどうかを検討したが

左右では差は認められなかつた.次 に左側卵巣のみについて,部位によつて卵径組成が異な

るかどうかを検討した.す なわち卵巣を前部(A),中 部(B),後 部(C)に 分け,そ の各の卵

径組成を調べ た結果,各 々の間に有意差が認められたが,各部位に一定した関係は見出され

なかつた.以 上のことから左右いずれかの卵巣全部を使用して測定を行なつた(第4表).

先ず,卵 の発生段階から卵巣を3つ の型に分けた.す なわち,受 精卵及び発眼卵の見ら

れないものをTypeA,受 精卵を含むがまだ発眼卵の見 られないものをTypeB,す で



                 Fig. 12. Photographs of the intra-ovarian eggs. 
1. Eggs of immatured ovary in type A. 2, 3. Eggs of matured ovary in type A. 
4. Eggs of immatured, matured and advanced embryos in ovary of type  B. 
5. Eggs and progenies in ovary of type C. 6. Decaying progenies in ovary of type C. 

      Table 4, a. Comparison of egg-size composition at right and left ovary.



Note: Sample No. refer to Table 5.

Table 4, b. Comparison of egg-size compositions between different 

         portions of right ovary.

に発眼卵を 含んだものをTypeCと した.以 上の各Typeの 卵径組成を計測すると次の

如き形を示す



i)TypeAの 卵巣は始め1個 の峯を持つているが,成 熟するに従つて2個 の峯を持つ

ようになる.

ii)TypeAの 卵巣において大きな卵径を持つ た 卵団がさらに発達 し,残 りの卵団と

分離すると残つた卵団(卵 径0.6mm以 下)は 再 び2個 の峯に分離し始 め る.こ の段階

がTypeBに 当る.

iii)分 離卵団が発達して孵化直前に なると,残 りの卵団はすでにTypeAの 後期の

卵巣 と同じ状態にある.従 つて,胎 仔を放出した卵巣,す なわちTypeCの 卵巣は再び

TypeAに 戻る(第13図).

Fig. 13. Relationship of egg-size to gonad weight in each age group.

以上の事実と,TypeA及 びTypeBの 卵巣において,吸 収過程にある胎仔か僅かに

観察されることから,本 種の卵巣は産卵期間にTypeA,B及 びCの 過程を繰返して,

2回 以上の胎仔放出を行な うものと思われ る.し かし,TypeAの 後期の卵巣が最初に現

われる時期(11月 初旬)か らTypeCの 卵巣が最初に見 られ るまで(12月 初旬)の 期間

と産卵期間(3ヵ 月間)とを考え合わせると,大 体3回 胎仔の放出が行なわれるものと推定

され る.成 熟卵は2才 でほとんど100%観 察されるが,2才 魚の卵巣はTypeCに なつ

て胎仔を放出しても,残 つた卵団は1個 の峯を示すだけで3才 魚以上の場合と異なる・ま

た2才 魚においては吸収過程にある胎仔を含んだ卵巣が観察されないことから,産 卵は1

回のみ行なわれるものと推定され る.



Table 5. Data of fecundity.

Table 6. Sex ratio by age-group and season.

3個 の峯を示す卵巣について,各 峯の卵数を比較するに,大 きな卵径を持つた2個 の卵

団の卵数はほ とんど同数であるが,最 小の峯に属するものはやや多い.従 つて,各 回の産

卵はほぼ同数で,1回 に2才 魚で5,000尾,3才 魚以上で13,000～15,000尾 が放出される

と推測される.

要 約

本報は九州の沿岸性重要魚類の資源学的研究の一部として研究された.そ の結果は次の

ようである.

1.年 令査定の形質としては,標 示形式率の高い耳石を用いた.ま た耳石標示の相似性に

ついて検討 し,非 常に高い相似性を有す ることが分つた.

2.全 長と耳石径は直線関係を示した.

3.対 応性について検討し標準標示径を求めた.得 られた標準標示径をWalfordの 成長

転換法で吟味 し,そ の傾斜の月別変化を求めると耳石標示は4月 に形成されることが明ら

かになつた.



4.成 長 法 則 はPUtter-Bertaranffyの 式,増 重 法 則 はBuch-Andresen・Fischerの 式

で 示 し た.

5.本 種 は 卵 胎 性 魚 類 で10月 に 交 尾 し,11月 に 受 精,12月 か ら2月 に 亘 つ て 胎 仔 を 産 出

す る.

6.卵 径 組 成 は,多 峯 型 で,2才 で1回,3才 以 上 で3回 胎 仔 を 産 出 す る と 推 定 さ れ る.

7.木 種 は2才 で 成 熟 し,1回 に2才 で は5,000尾,3才 以 上 で は13,000～15,000尾 を 産

み 出 す.

文 献

三 尾真 一,1961.九 大 農 学 芸誌,18(4):421・ ・-438.

水 江一 弘,1957.長 崎 大 学 水 産 学 部研 究 報 告,(5):27-29,

水 江 一 弘,1958.長 崎 大 学 水 産 学 部 研究 報 告,(6):27-38.

水 江 一 弘,1958.長 崎 大 学 水 産 学 部 研究 報 告,(7):1・-9.

水 江 一 弘,1959.長 崎 大 学 水 産 学 部 研究 報 告,(8):80-83,84-110.

                               Summary 

   This paper presents contributions to the biology of Sebastiscus marmoratus 

(Cuvier et Valencinnes). The scale and otolith show similarity in mark-size, 
but otolith-marks are better for age-determination than scale-marks. The 
relationship of total length (L) to otolith-size (R) is isometric and each mark-size 
is standardized by L—R equation. The marks are formed in May every year 
The growth of this species is fitted the  Putter-Bertalanffy's equation to length 
data, the Buch-Andresen-Fischer's equation to weight data. 

   This ovoviviparous fish copulates in October and the egg-fertilization and 

progeny-production occur from December to February. This fish produces the 
progenies at several times throughout the spawning season. The number of 
progenies increases with age, ranging from 10,000 to 20,000 at one time.

Fisheries Laboratory, Faculty of 

Agriculture, Kyushu University


